
○締切　1 歳の誕生日まで
○申し込みに必要なもの
　①お子さんの写真(郵送・持参:裏面に記名、メール:5MB以内)
　※頭からあごまでが写り、顔の周りに余裕があるもの
　②お子さんの名前・性別・誕生日、住所、電話番号、
　　保護者氏名
○申込方法　郵送 ･ メール ･ 広報広聴係 ( 市役所行政棟３階 )
　　 へ直接持参

〒 322-8601　今宮町 1688-1
広報広聴係「我が家のアイドル係」
メール　koho@city.kanuma.lg.jp
右のＱＲコードからもメール送信可能

我が家のアイドル募集

1歳を迎えたお子さんを紹介します。
※８月６日～９月９日生掲載　

睦町

樅山町

玉田町

千渡

口粟野 坂田山

小林　なつ希
き

ちゃん

小林　日
ひ

陽
なた

ちゃん

大木　岳
がく

くん

関口　太
た

翼
すけ

くん

望月　イトさん 田多井　ミチさん

(R2.8.6 生 )

(R2.8.29 生 )

(R2.8.22 生 )

(R2.9.7 生 )

(T10.9.9 生 ) (T10.9.27 生 )

千渡

花岡町

茂呂

村井町

相田　結
ゆい

太
た

くん

中野　希
き

咲
さ

ちゃん

齋藤　理
り

人
ひと

くん

小野塚　凰
おう

晟
せい

くん

(R2.8.13 生 )

(R2.9.1 生 )

(R2.8.23 生 )

(R2.9.9 生 )

貝島町

貝島町

幸町２丁目 緑町 3 丁目

大島　一
いち

夏
か

ちゃん

大森　友
ゆう

陽
ひ

くん

神山　瑞
すい

ちゃん 古澤　珀
はく

くん

(R2.8.19 生 )

(R2.9.4 生 )

(R2.8.24 生 ) (R2.8.26 生 )

おめでとうございます。
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選
者
詠

板

　荷

　小
池
矢
佐
伊

板

　荷

　小
池

　
　誠

板

　荷

　島
田

　ふ
み

板

　荷

　渡
邉

　栄
一

石
橋
町

　宇
賀
神
タ
カ
子

石
橋
町

　滝
野

　里
花

入
粟
野

　神
山

　和
子

上
日
向

　畠
山

　ト
ミ

上
日
向

　畠
山

　
　茂

上
殿
町

　小
林

　義
雄

上
殿
町

　沼
尾

　登
代

上
殿
町

　山
野

　幸
子

上
殿
町

　小
暮

　靖
子

上
奈
良
部
町

　髙
木

　茂
子

上
奈
良
部
町

　髙
木

　
　厳

上
野
町

　神
山

　忠
夫

上
野
町

　高
橋

　正
光

上
野
町

　大
貫
知
代
子

上
野
町

　楡
木

　和
子

上
野
町

　竹
澤

　光
子

御
成
橋
町
一
丁
目

　秋
澤

　和
子

御
成
橋
町
一
丁
目

　金
子

　直
美

御
成
橋
町
一
丁
目

　長
谷
川
侃
子

御
成
橋
町
二
丁
目

　浅
野

　賀
子

加

　園

　池
田

　
　大

加

　園

　大
貫

　里
子

古
賀
志
町

　渡
辺

　雪
子

塩
山
町

　森
野

　静
雄

酒
野
谷

　杉
山

　
　進

栄
町
一
丁
目

　中
荒
井
弘
美

坂
田
山
三
丁
目

　角
田

　敏
枝

坂
田
山
四
丁
目

　佐
藤

　宣
明

塩
山
町

　森
野

　静
雄

下
久
我

　山
登
香
代
子

下
材
木
町

　中
島

　成
子

下
材
木
町

　中
島

　克
敏

下
武
子
町

　広
田

　順
一

下
奈
良
部
町

　小
野
口

　博

千

　渡

　手
塚

　イ
チ

千

　渡

　丸
山

　修
一

千

　渡

　竹
澤

　雄
子

名
前(

ふ
り
が
な)

・
住
所
を
明
記
し
、

は
が
き
・
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
切
は
毎
月
20
日（
到
着
分
）で
す
。

〒
322ｰ

８
６
０
１ 

今
宮
町
１
６
８
８ｰ

１

メ
ー
ル koho@

city.kanum
a.lg.jp

広
報
広
聴
係（
応
募
部
門
を
明
記
）

市
民
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　布
川

　武
男
選

父
ゆ
き
し
日
と
同
じ
雨
吾わ
れ

亦も

紅こ
う

上
野
町

　楡
木

　和
子

軽
ト
ラ
に
大
き
な
鈴
と
茸
籠

引

　田

　斎
藤

　良
明

一
輪
車
一
日
動
か
ず
鰯
雲

楡
木
町

　上
野
佐
喜
子

そ
よ
風
は
万
葉
人
か
萩
の
花

下
材
木
町

　中
島

　克
敏

着き

所
ど
こ
ろ

寝ね

そ
こ
は
か
と
な
く
秋
の
風

戸
張
町

　柿
沼
し
げ
子

残
菊
や
ひ
と
り
踊
り
の
影
空む
な

し

石
橋
町

　宇
賀
神
タ
カ
子

渓
流
の
小
滝
を
跳
る
山や

女ま

魚め

か
な

寺

　町

　石
田

　
　忠

ぎ
っ
し
り
と
立
て
る
竹
串
お
で
ん
鍋万

　町

　海
原
ゆ
う
子

田
畑
の
野
菜
山
盛
り
十
三
夜

中
粟
野

　大
塚

　初
江

市
民
歌
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　小
林

　夏
江
選

「
金
メ
ダ
ル
み
た
い
ね
」と
娘こ

は
子
を
抱
い
て
指
差
す
果
て
に

十
五
夜
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
殿
町

　山
野

　幸
子

山
裾
を
真
っ
赤
に
染
め
る
彼
岸
花
せ
せ
ら
ぎ
の
音
風
情
を

醸か
も

す   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

久

　野

　広
田

　文
子

リ
モ
ー
ト
で
大
学
生
の
孫
達
と
会
話
が
弾
む
四
十
五
分

御
成
橋
町
一
丁
目

　秋
澤

　和
子

ぶ
ん
げ
い

▲中央地区自治会協議会長でもある
　代表者・吉井さん

▲ボランティア活動の様子

設立：令和元年１１月
代表：吉井　和夫さん

　中央地区において、地域総ぐるみ
の協力体制のもと、高齢者の生活支
援を行っています。

　「
中
央
地
区
地
域
支
え
あ
い
協
議

体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
チ
ー
ム
」
は
、

地
域
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
３０
年
度
に
地
域
で
実
施
し
た
「
日
常
生
活

困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
多
く
の
高
齢
者

が
日
常
生
活
に
お
い
て
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
吉
井
さ
ん
た
ち
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
支
援
体
制
づ
く
り
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

自
治
会
協
議
会
の
協
力
の
下
、
支
え
あ
い
協
議
体

を
設
立
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
は
、
利
用
会
員
（
支
援
を
受
け
る
）・
協

力
会
員
（
支
援
活
動
の
協
力
）・
賛
助
会
員
（
活
動

の
支
援
）
か
ら
成
り
、
支
援
内
容
は
、
除
草
、
庭

木
の
手
入
れ
か
ら
宅
内
の
清
掃
、
買
い
物
代
行
ま

で
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
昨
年
度
は

１００
件
以
上
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
が
提
唱
さ
れ
る
中
、「
お
せ
っ

か
い
」
に
な
ら
な
い
利
用
者
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
目
指
し
、
今
後
と
も
、
地
域
み
ん
な
で
支

え
合
う
「
共
助
」
の
形
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
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外
孫
に
ス
マ
ホ
持
ち
な
と
言
わ
れ
て
も
卒
寿
の
吾
は
操
作
が

出
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

富

　岡

　佐
藤
富
一
郎

遊
歩
道
を
脇
よ
り
覆
う
穂
ス
ス
キ
は
幼
き
子
等
の
ト
ン
ネ

ル
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

　日
吉
町

　小
川

　豊
治

曾
孫
に
手
を
引
か
れ
つ
つ
蟻
の
列
踏
ま
ぬ
よ
う
に
と
跨
い

で
通
る

　
　
　
　
　
　

 

御
成
橋
町
二
丁
目

　浅
野

　賀
子

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
寂
し
さ
に
始
め
た
唄
が
今
は
生
き
甲
斐

上
野
町

　竹
澤

　光
子

稲
刈
り
の
済
み
て
切
り
株
整
然
と
並
び
深
ま
る
豊
穣
の
秋

万

　町

　中
又

　令
子

孫
二
人
秋
の
林
へ
落
ち
葉
狩
り
風
よ
吹
け
よ
と
両
手
広
げ
て

板

　荷

　小
池
ま
こ
と

市
民
川
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　白
石

　洋

　選

萩
咲
い
て
た
っ
た
一
度
の
片
想
い

石
橋
町

　滝
野

　里
花

芋
串
の
柚
子
味
噌
香
る
囲い

炉ろ

裏り

端ば
た

西
茂
呂

　阿
部

　金
司

ワ
ク
チ
ン
が
効
い
た
か
コ
ロ
ナ
減
る
数
字

下
奈
良
部
町

　小
野
口

　博

自
粛
明
け
群
れ
て
宙
舞
う
赤
ト
ン
ボ上

殿
町

　小
暮

　靖
子

き
っ
と
来
る
コ
ロ
ナ
終
息
和
の
世
界油

田
町

　酒
井

　國
男

自
粛
解
け
行
楽
さ
そ
う
旅
だ
よ
り

加

　園

　池
田

　
　大

気
持
ち
良
く
働
け
ま
す
ね
新
庁
舎

睦

　町

　高
村

　光
夫

食
べ
込
ん
で
い
ま
す
冬
眠
近
い
の
で板

　荷

　島
田

　ふ
み

▲生子神社の
　　　　　  泣き相撲
国の選択無形民俗文化財。
毎年9月に、生子神社（樅山町
1167）で行われます。

・鹿沼民話の会　
・広報広聴係
 ☎(63)2128

★市民の皆さんに、鹿沼の民話に親しんでもらおうと、今月号から「かぬま民話めぐり」を
　スタートします（不定期掲載、全６回予定）。

【団体紹介】「鹿沼民話の会」
　現地を訪ね、鹿沼の民話を掘り起こし、伝承を語り継ぐグループ。「やさしい心を／温も
りの言葉で伝えたい」をモットーに、磯山神社や、市花木センター、市内ほっとホーム他で
活動しています。結成20周年。月1回定例会を実施。

　
今
か
ら
四
百
五
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
籾も
み

山や
ま

明
神
の
氏
子
に
な
、
与
五
右

衛
門
と
い
う
男
が
い
て
な
。
親
子
三
人
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、あ
る
年
の
暮
れ
、

子
ど
も
が
天
然
痘
に
か
か
り
看
病
の
甲
斐
も
な
く
息
を
引
き
取
っ
て
し
ま
っ
た

ん
だ
と
。
信
心
深
い
与
五
右
衛
門
は
我
が
子
の
亡
き
骸
を
抱
き
、
明
神
の
境

内
に
我
が
子
を
寝
か
せ
る
と
、
湧
き
水
で
身
を
清
め一
心
に
明
神
に
祈
っ
た
ん

だ
と
。
三
日
三
晩
祈
り
続
け
て
い
た
ら
な一
筋
の
光
が
さ
し
た
か
と
思
う
と
、

子
ど
も
は
大
声
を
あ
げ
て
息
を
吹
き
返
し
た
と
。
こ
の
話
を
聞
い
た
村
人
た

ち
と
な
籾
山
明
神
へ
四
十
二
種
の
御
供
物
を
正
月
に
あ
げ
て
、
お
礼
と
感
謝

の
お
祀
り
を
し
た
ん
だ
と
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
巡
業
に
来
て
い
た
力
士
た
ち

が
聞
き
つ
け
て
な
、
泣
く
子
は
元
気
に
育
つ
と
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と

子
ど
も
を
抱
き
上
げ
て
祈
っ
て
く
れ
た
ん
だ
と
。

　
そ
の
と
き
か
ら
、
泣
き
相
撲
が
始
ま
っ
て
な
。
籾
山
明
神
は
、
生
子
神
社

と
名
を
改
め
ら
れ
た
ん
だ
と
サ
。

（
小
杉
義
雄
『
鹿
沼
の
む
か
し
話
』
よ
り
再
話
）

そ
の一「
生
子
神
社
の
泣
き
相
撲
」（
北
押
原
）

　「
ど
う
か
、
こ
の
子
を
生
き
返
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
願
い
を
叶
え
て
く
だ
さ
っ
た

ら
毎
年
、
四
十
二
種
の
お
供
え
も
の
を
し
て
お
祀
り
い
た
し
ま
す
」

　子
ど
も
の
亡
き
骸
の
前
で
、
一
心
に
祈
り
続
け
た
父
親
の
下
に
、
一
筋
の
光
が

射
し
そ
の
子
を
包
む
と
、
な
ん
と
大
声
を
あ
げ
て
息
を
吹
き
返
し
た
で
は
な
い
か
！

民
話
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